介護予防ケアマネジメントへのコーチングスキルの応用 ～保健師等に対するコミュニケーション研修の効果～ by 田邊 素子
介護予防ケアマネジメントへのコーチングスキルの
応用 ～保健師等に対するコミュニケーション研修
の効果～
著者 田邊 素子
学位授与機関 Tohoku University
学位授与番号 医博(障)第125号
URL http://hdl.handle.net/10097/51068
氏　　　　　名
学位の種類
学位授与年月日
学位授与の条件
研究科専攻
学位論文題目
たなへ　　　t)と　二
田連　素子
博士(障害科学)
平成21年3月25日
学位規則第4条第1項
東北大学大学院医学系研究科(博士課程)障害科学専攻
介護予防ケアマネジメント-のコーチングスキルの応用
～保健師等に対するコミュニケーション研修の効果～
論文審査委員　主査　教授　出江　紳一
教授　永富　良一　　教授　本郷　道夫
論文内容要旨
【背景】
高齢社会に突入した日本において､高齢者が介護の必要な状態になることを予防するために介護予防
事業が開始された｡介護予防を促進するためにはその対象となる高齢者が積極的に介護予防プログラム
に参加することが必要である｡しかし､対象者の意欲を高めるためのコミュニケーション方法は確立さ
れていない｡
【目的】
介護予防ケアマネジメントに携わる保健師等を対象にコーチング理論に基づいたコミュニケーション
の研修を行い､その研修の効果を検証することを目的とした｡
【方法】
対象者は､横浜市の地域包括支援センターに所属する全保健師等112名と､保健師等が介護予防ケア
マネジメントのために面談する利用者266名とした｡保健師等を､集合研修とフォローアップ研修の両
方を受講する｢重点介入群｣､集合研修のみ受講する｢研修介入群｣､ ｢対照群｣の3群に分け､保健師等
が担当する利用者も同様に分けた｡
研修の効果指標は､主要評価として保健師等のコミュニケーションスキル自己評価､副次的評価とし
て利用者のコミュニケーション満足度と行動の自発性､自己効力感､健康関連QOLとした｡保健師等は､
研修前(Tl)､研修後1ケ月(T2)､研修後3ケ月(T3)の3時点において調査票に回答した｡ T3時点で
は､研修前の自分を振り返る評価(RE)も行った｡利用者はT2､ T3時点で回答した｡ 3群の各時点の得
点および変化量を､反復測定分散分析および一元配置分散分析を用いて比較した｡
【結果】
保健師等のコミュニケーションスキル自己評価が重点介入群と対照群において経時的に有意に上昇し
た(重点介入群:F - ll.28､ p 〈 0.001､対照群:F - 4.03､ pく0.05)｡各調査時点間の差得点では､
T31RE差得点でのみ有意な差がみられ(pく0.01)､重点介入群が他群よりも大きな値を示した｡利用者
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のコミュニケーション満足度､総合満足度､行動の自発性､自己効力感､健康関連QOLは､各時点とも
3群間で有意な差はみられなかった｡
【結論】
コーチング理論に基づいたコミュニケーション研修は､保健師等のコミュニケーションスキル実行に対
する認識(遂行可能感)を高めた｡保健師等のコミュニケーション遂行可能感の向上が利用者におよぼ
す影響を明らかにするためには評価指標を工夫するとともに長期的な観察研究を行う必要がある｡介護
予防に携わる保健師等にコーチング理論に基づいたコミュニケーション教育をする機会を増やすことが
望まれる｡
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【所定様式⑬No.1】大学院の課掛こよる者(課程博膚害科学)
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2005年の介護保険制度改正により開始された介護予防事業は､高齢社会を迎える日本において重要な施策
として位置づけられている｡しかし制度開始当初は対象となる特定高齢者数が伸び悩み制度の運用の効果が不
十分とされていた｡このような背景を鑑み､本研究は､介護予防事業において介護予防ケアマネジメントを担
当する保健師等に対し､コーチングスキル研修を行い､その研修効果について検証したものである｡コーチン
グとは､相手の行動を促進するコミュニケーションの技術である｡
研究は非ランダム化比較試験にて実施された｡介入群は集合研修のみの研修介入群､集合研修とフォローア
ップ研修両方を受ける重点介入群が設定された｡結果は､重点介入群と対照群において経時的に保健師等の自
己評価が有意に上昇し､研修前の自分を振り返った得点と研修後の差得点は重点介入群が対照群より有意に高
かった｡利用者アウトカムに群間で有意な差は認められなかった｡
審査では､ 1) RCTデザインを選択しなかった理由が明記されていないこと､ 2)利用者のアウトカムには変
化が無かったが他の要因の影響を考慮するためにサブ解析の結果が必要であること､ 3)保健師等の振り返り
評価を行った理由が明確でないこと､などが指摘された｡それに対して､ 1)市主催の研修であり全保健師等の
参加を優先したため､ RCTデザインではなく保健師が日程を選ぶ割り付け方法を選択したこと､非ランダム化
割り付けに伴うバイアスについても考察を加えたこと､ 2)利用者の属性によるサブグループにおいても3群
間に有意な差がなかったこと､3)研修を受けたことにより評価基準が変化する可能性(レスポンスシフト現象)
を考慮して振り返り評価を実施したこと､が論文に追加された｡
筆者は､短期の集合研修だけでなく継続した研修によって､保健師等のコミュニケーション技能の遂行可能感
が高まること可能性を示し､コーチングスキル研修は介護予防ケアマネジメントに有用であろうと結論づけて
いる0本研究は､介護予防ケアマネジメントを担当する保健師等のコミュニケーションスキル-の介入を試み
た初めての研究であり､社会的な意義が大きい｡
よって,本論文は博士(障害科学)の学位論文として合格と認める｡
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